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PPP/PFI 手法による津波避難ビルを兼ねた民間賃貸住宅の

整備誘導、避難誘導サインをはじめ街なか防災対策の検討。

市道岩屋線道路改良事業

JR 踏切により中心部が南北に分断され、行き来するには狭あい道

路と危険踏切を通らなければならず、利便性・安全性が悪い。

激特事業に伴う新港橋の架替え（R4 年度）に合わせて現状の幅員

の約 5ｍから 12ｍへ道路拡幅を予定（R1 ～ R8 年度予定）

中学校統合

第一中学校の校地を活用して、R5 年に中学校の統合を

行うことを目標に掲げ、現在統合計画（素案）が完成。

今後、中学校統合計画の作成に進む。

企業立地促進助成金・創業支援事業補助金

企業誘致・立地、飲食・サービス業等の新規創業促進を

目的とした補助金。

街なか居住・防災対策の検討

津久見川景観まちづくり事業

激特事業に伴い周辺エリアを含めた環境整備を検討

都市再生整備計画事業（Ｒ２～Ｒ６年度）で整備予定。

大友公園（高台）への津波避難路と避難広場も整備

市公民館整備

津波災害時の防災拠点。平時は、市公民館として有効活用。

河川激甚災害対策特別緊急事業

平成 29 年台風第 18 号による津久見川氾濫により

市中心部は浸水被害をうけ、同年 12 月に事業採択。

東九州地域の

　観光拠点

図書館周辺利活用

復興まちづくり事業の一環として、津久見第一中学校や市

民の方を交えながら、図書館周辺の水辺空間の利用につい

て検討。実際に水辺空間を活用したイベントを通じて水辺

に親しむ機会をつくり、今後の整備の参考にしていく。

国道 217 バイパス事業 ( 整備中 )

市道徳浦松崎バイパスと国道 217 号の一部（徳浦

松崎バイパスとの結合部から松崎のセブンイレブン

まで）は R2 年度中の完成を予定。その後、国道

217 号は津久見 IC まで延伸する予定であり、バイ

パスが通ることで津久見 IC から中心部が直結し、

利便性が向上する。

つくみん公園

大型遊具や広い芝生広場のあるつくみん公園には日

常的に市内外から多くの来園者が訪れ、市内の主要

なイベントも数多く開催されている。

しかし、大型遊具は当初の設置から 15 年を経過し

老朽化が進んでいるため、大規模な修繕が求められ

る。さらに、常に集客を保つためには、近隣では見

られない公園であり続ける必要があり、リニューア

ルも検討する。

津久見港 ( 重要港湾 )

つくみん公園のステージ裏の岸壁には、常に車が並んで無断駐車されている状

態。公園と隣接するホテルＡＺの窓から、海側の写真を撮ってＳＮＳに投稿す

る人もいることから、この場所の活用次第ではホテル側にとっても利点となる

可能性が高い。また大型の船を近い距離で見ることが出来る港は少なく、津久

見のウリとなる景観資源といえる。

集客交流拠点建設

今年度事業にて、施設整備の基本方針、整備手法・コスト、

運営手法等を検証し、施設整備に向けた基本構想を策定。

またこれと並行し、施設運営、観光 DMO 機能構築を見据

えた、観光協会の体制・機能強化を図る。

保戸島・無垢島航路の発着地

島とまちを結ぶ唯一の交通手段

新庁舎建設

現庁舎は築 61 年を経過し、早期の建替えが必要。

防災拠点としての機能を備えるとともに、津波避難ビルと

しての機能も整備予定。今年度基本計画に着手し、R2 年

度には基本設計・実施設計に取り掛かる予定。

復興まちづくり事業

平成 29 年台風第 18 号の台風災害を受け、空き家問題の深刻化

や市外転出の懸念が高まる中、津久見川・彦の内川河川激甚災

害対策特別緊急事業 ( 激特事業 ) により河川改修が行われる。

これを契機に、津久見川周辺の魅力を高め、にぎわいの創出と

地域コミュニティの活性化を目指そうとするもの。
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中心部における南北の分断

津久見市の中心部は JR の線路によって南北に二分されて

おり、行き来可能なのは３か所の狭隘な踏切しかない。

津久見駅

津久見駅の改札は２階にあり、津久見駅利用者はまちなか

の南北から階段を上がり、改札を通った後、階段を下りて

ホームに行かなければならない。

階段を上り下りすることでまちの南北を行き来することも

可能であるが、エレベーターの設置が望まれる。

駅前商店街

駅前商店街は空き家・空き店舗・空き地が多く発生して

おり、商店街の形成が保てなくなっている。住宅化も進

んでいる。

駅前通り

街灯や舗装が統一されておらず、舗装部分には劣化に

よる起伏がついている状態。新庁舎が出来た際には津

久見駅から新庁舎へと直接繋がっていく通りとなる。

市民会館

築 48 年の建物で駐車場は一昨年改修が行われたが、その

際に展望台を設置したことで工場群が見える視点場が用意

がされた。また 2 階会議室からの海への眺めも素晴らしく、

市外から利用する人たちにとっても津久見の良さを知って

もらえる場所といえる。

都市計画道路未整備区間

長年未整備のままとなっており、中心部の南北を

結ぶ路線として整備が求められている。

耐震岸壁の活用

長年の間、砂置場として使用されてきたが、堅浦地区に移設されたことで、

今後、交流イベント会場や災害時の荷揚げ場など跡地利用を検討していきた

い。跡地利用のポイントとしては、①隣接するつくみん公園との繋がり ②工場

群を一望できる景観（テクノスケープ）の活用が挙げられる。

災害時の活用のためにも国道 217 バイパス整備（市中心部～津久見 IC）の早

期完成が望まれる。

金融ゾーン

角崎公園、大分信用金庫、旧消防署、自家用自動車協会、日本

生命、シャディサラダ館（ギフトショップ）で構成されていた

区域。現在は、フローリスト高野とシャディサラダ館が複合店

舗として建替えられ、旧消防署は大分信用金庫が買収済み。日

本生命の土地も豊和銀行が銀行の建替え用地として取得してい

る。今後、大分信用金庫の建替え計画もあり、この区域全体が

綺麗に再整備される予定。

マルキン洋品店

また津久見市役所北側に立地するマルキン洋品店は重要な建築

物（歴史的建築様式）となっている。

都市計画道路未整備区間

長年未整備のままとなっており、規制をかけ

続けている。実現性も低いため、計画変更を

検討。


